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研究概要
新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）の流行により、人々 の都市空間における消費行動は急激な縮退を余儀な

くされ、従来の都市での営みは激変した。一方で、近年、ビッグデータや IoT、AI など高度な情報技術の都市・建築領域へ

の活用が進んでいる。実空間を対象としたモバイル型ビッグデータを活用して、マクロ的に歩行者・来訪者の行動実態を把

握し、更にそれを補完するためにミクロ的に観察調査を行うことによって、今後、COVID-19 の流行などのような多様な変化

に順応できる都市空間の改善につなげることが期待される。

本研究では大阪市難波地区の代表的な歩道空間「道頓堀」を対象に、ポイント型流動人口データなどのモバイル型ビッ

グデータを活用し、COVID-19 発生前後における歩行者の回遊行動の変遷と特徴を解明する。まず、データ分析により難

波地区が所在する大阪市中央区・浪速区の COVID-19 発生前と発生後の歩行者の回遊行動の変遷を網羅的に把握した

上で、「道頓堀」周辺エリア内に着目して更なる歩行者の回遊行動の概況を把握する。次に、道頓堀において観察調査を実

施し、歩行者の詳細の滞留行動などを把握する。以上の分析から、道頓堀の歩行者回遊行動の変遷と特徴を詳細に考察

し、今後の都心部歩行空間の望ましい整備の在り方などについて提言する。
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